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表題にもある通り，本書は風力発電設備の雷害対策

についてまとめられている．電力設備の雷害対策の書

籍となると，電力工学を中心としたエンジニアリング

の内容とも思われるが，雷放電物理や雷放電に関する

気象に関しても詳細に解説がされている．

本書の表紙や巻頭には雷や落雷により破損したと思

われる電力用風車の写真が多数掲載されている．下向

きの雷と上向き放電で開始する雷が並べて掲載されて

いる箇所があり，両者の違いがよくわかる．上向き放

電で開始する雷とは鉄塔など高建造物から空に向かっ

て進展する雷で文字どおり上に向かって進展する．雷

は進展方向に枝分かれが発生することが知られてお

り，下向き雷は下向きに，上向き雷は上向きに枝分か

れており，両者の違いが確認できる．それ以外にも多

数の写真が掲載されており，見応えがある写真が多

い．

2000年以降に風力発電設備の導入が年々増加してお

り，また導入される風力発電設備も大型化が進んでい

る．風力発電は効率を上げるために風が強く，見晴ら

しの良い山岳地帯，海岸，海洋上などに設置する事が

多い．大型化により当然高度が高くなり，また見晴ら

しの良い場所に設置する事で落雷被害の可能性も当然

高くなる．実際に風力発電設備の故障原因は自然原因

のものは落雷が最も多いそうだ．東日本大震災以降，

電源の多様化や再生可能エネルギーの重要度が一層増

していく事を考えると，風力発電設備の雷対策は今後

重要になると思われる．

本書の章立ては以下の通りである．

第１章 雷

第２章 雷観測と雷予測

第３章 風力発電設備と雷被害

第４章 雷保護

第５章 風力発電設備の雷対策

最初の１章は雷放電や雷放電の親雲である積乱雲の

物理について詳しく述べられている．２章では様々な

雷放電の観測手法と観測データを用いたナウキャスト

の取り組みについて詳解されている．３章以降は電力

工学よりの風力設備の耐雷対策について述べられてお

り，３章は風車の落雷被害の現状，４章・５章は風車

の風力発電設備の落雷対策について述べられている．

１章では雷放電が発生する積乱雲に関する詳細な説

明がされている．一般的な夏季積乱雲が有する３重極

分布や着氷電荷分離，またステップトリーダ，リター

ンストローク，ダートリーダ，J過程など雷放電の諸

過程についても触れられている．この１章で雷放電の

基本的な事を理解する事ができる．本書では夏季雷だ

けではなく冬季雷にも多くの頁が割かれている．冬季

雷は日本海岸で冬季に発生する雷活動で，正極性落雷

や上向き放電で開始する雷が夏季雷よりも多く発生す

る．この正極性落雷や上向き放電で開始する雷は通常

中和電荷量が多いことが統計上知られており，風車に

落雷すると甚大な被害を及ぼす場合がある．このため

落雷数は夏季雷よりもずっと少ないものの，冬季雷対

策は風力発電設備にとって大きな課題となっている．

第２章では雷モニタリングに重要な役割を果たす光

学観測，電波観測，電流観測の手法について述べられ

ている．この章で雷に関する観測技術についてその概

要が得られる．さらに雷観測機のデータを用いた雷予

測についての取り組みについても幾つか紹介されてい

る．

第３章では実際に風車に対する雷害の状況について

述べられている．風車への落雷の多くはブレード（風

車の羽根）に直撃することが多く，そのため統計上も

ブレードの故障は多い．落雷によりブレード内部の結

露が瞬間的に熱せられ，水蒸気爆発につながる．直撃

雷によるブレード爆発の写真も掲載されており，その

凄まじさがよくわかる．ブレード爆発による故障が発

生すると復旧には数ヶ月単位の時間が必要でその経済

的損失は大きい．

第４章ではこれまでの話を受けて避雷針や避雷器な

どの雷の保護システムさらには接地システムについて

述べられている．この章の内容は特に風車発電設備に

限らずに解説がされているため，高建造物を設計する

ときにも雷害対策を施す上で参考になる情報が示され

ている．

第５章では最近の風力発電設備に適応されている雷

対策について実例を挙げながら紹介されている．

以上の通り，本書は電力風車への雷害対策を多方面

から取り上げている．電力風車への被害が冬季雷で多
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発していることから，冬季雷の説明にページが多く割

かれている．雷害対策そのものに特に興味のない方で

も，冬季雷について概要を知りたい方にも本書は良い

入門書となると思われる．

（気象研究所 吉田 智)
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関西支 のお知らせ

日本気象学会関西支部は2016

総会・年会

年会を次の

通り開催します．開催の詳細案内は，関西支部ホーム

ページ（http://kansa

年度総会と

soc.jp/）に記載するとと

もに，メーリングリストでもお知らせします．

多数の参加をお待ちしております．

総会・年会の開催日時，及び会場

開催日時：2016年６月25日（土）13時～17時

会場：エ

i.met

か（７階701号室）

〒540-0031大阪市中央区北浜東3-14

交通：天満橋駅（京阪線，地下鉄谷町線）から西へ

約300m
 

http://www.l-osaka.or.jp/pages/access.

html

関西支部 年会の講演募集

発表申込締切：６月８日（水）必着

講演予稿集原稿締切：

郵送によるもの：６月13日（月）必着

PDFによる電子投稿：６月13日（月）必着

テーマ：特定しない

申込先：〒611-00

ル・おおさ

五ケ庄

京都大学防災研究所気象・水象災害研究部門

井口敬雄

E-mail：kansai-info＠metsoc.jp

○申込内容

発表者名（複数の場合も明記．フリガナ，発表者に

＊印），所属，題目，会場パソコン（Windows）の

使用の有無，連絡先（住所，電話番号，FAX番

号，E-mailアドレス）をご連絡ください．

また，年会申込みであることを明記してください．

なお，ビデオ及びスライドでの発表はできません．

○申込方法

E-mailまたは郵送で申し込んで下さい．

FAX，電話では受け付けておりません．

○原稿の作成要領

PDFによる電子投稿を受け付けております．従来

の郵送による投稿も可能です．

詳しくは関西支部ホームページをご覧ください．

（http://kansai.metsoc.jp/regular/genko.html）

ホームページをご覧になれない場合は申込先にご請

求ください．なお，所属は正式名称でお願いします．
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